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２０１８年５月１７日 

 

「マツダ CX-3」を大幅改良 
－新開発 1.8Lクリーンディーゼルエンジン、次世代の車両構造技術の採用による 

「走る歓び」の深化。日常シーンにおける環境安全性能を向上－ 

 

マツダ株式会社（以下、マツダ）は、パーソナルユースに優れたコンパクトクロスオーバーSUV「マツダCX-3」

を大幅改良するとともに、ディープレッドの専用ナッパレザーシートを採用した特別仕様車「Exclusive Mods（エ

クスクルーシブ モッズ）」を新設定して、全国のマツダ販売店を通じて本日予約受注を開始、5 月 31 日*1に発

売します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「マツダ CX-3 XD Exclusive Mods（クロスディー エクスクルーシブ モッズ）」 

 

今回の商品改良では、“気品ある美しさと先鋭さ”をテーマに、操縦安定性、エンジン、デザイン、安全性能と

いった幅広い領域において改良を施すことにより、お客さまが日常的に使用されるシーンにおいて、「乗員の感

覚と一体となった走行性能」と「優れた環境・安全性能」を高次元で実現しています。 

操縦安定性の領域では、コンパクトカーとしての優れた取り回しを活かしながら、街乗りから長距離走行まで

快適な運転を楽しんでいただくために、次世代の車両構造技術「SKYACTIV-VEHICLE ARCHITECTURE（ス

カイアクティブ-ビークルアーキテクチャー）」*2 を一部採用。サスペンションやシートウレタン*3 を改良するととも

に、新開発のタイヤ*4 を採用することにより、クルマを操る楽しさだけでなく、乗り心地や静粛性の向上を図って

います。 

エンジンについては、「走る歓び」と「優れた環境性能」を高次元で実現することに注力。マツダ初採用となる

新開発クリーンディーゼルエンジン「SKYACTIV-D 1.8」は、日常シーンでの燃費および環境性能を向上させる

とともに、高回転域における高トルクにより、力強く伸びやかな加速を実現。意のままの走りをさらに進化させて

います。また、「SKYACTIV-G 2.0」ガソリンエンジンについては、「CX-5」でも採用している「エッジカットピストン」

や「新ノズル付き拡散インジェクター」などの新技術により、全回転域にわたるトルク向上を達成しながら、実用

燃費の向上に貢献します。 

デザイン領域では、フロントグリル、LED リアコンビネーションランプ、アルミホイールなどの形状・質感を変

更することにより、車格感の向上を図っています。また、センターコンソールを大幅に変更。デザイン性を高める

とともに、電動パーキングブレーキ（EPB）やセンターアームレスト、マルチボックスを新設することにより、快適

性の向上・疲労の軽減を図っています。 
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安全性能に関して、夜間の歩行者認識精度を向上させた「アドバンスト・スマート・シティ・ブレーキ・サポート

（アドバンスト SCBS）*夜間歩行者検知機能付」をマツダ車で初採用。加えて、全車速追従機能付*5「マツダ・レ

ーダー・クルーズ・コントロール（MRCC）」*6「360°ビュー・モニター」*7「自動防眩ミラー」の設定により、昼夜を

問わずドライバーの認知をサポートします。 

 

特別仕様車「Exclusive Mods（エクスクルーシブモッズ）」は、上質で落ち着きのあるディープレッドナッパレ

ザーを採用した専用シートを白色トリムと組み合せることにより、都会的かつ先鋭的な雰囲気の醸成を図って

います。 

 

開発担当主査の冨山道雄は次のように述べています。「『CX-3』は“次の時代のスタンダードを創造する”と

いう商品コンセプトを掲げ、お客さまのご意見にお応えする商品改良を通じて、継続的な進化に取組んでまいり

ました。今後もマツダは、日常のさまざまなシーンでメリットを感じていただけるよう、継続して商品改良を行い、

クルマの持つ本質的な価値を高めることに努めてまいります。そして、お客さまの将来においても『地球』『社会』

『人』とクルマが共存する世界の実現を目指し、『走る歓び』にあふれたカーライフを通じて、お客さまの人生を

より豊かにし、お客さまとの間に特別な絆を持ったブランドになることを目指してまいります」。 

 

■「マツダ CX-3」商品改良の概要は以下のとおり 

1. 操縦安定性の進化 

- マツダの「人間中心」の設計思想をさらに突き詰め、人間が本来持っている能力を最大限に活かす「次

世代車両構造技術（SKYACTIV-VEHICLE ARCHITECTURE）」の一部を取り入れ、フロントダンパー

やフロントスタビライザー、コイルスプリングの改良とともに、「G-ベクタリングコントロール」制御、電動

パワーステアリング制御の最適化などの繊細なチューニングを施し、車両の姿勢変化をさらに滑らか

にすることで、ドライバーがより安心して思った通りに操縦できる、意のままの操縦性能を追求。 

- サスペンションの応答性の向上にあわせて、タイヤの地面に接地するトレッド部分の構造とゴム部材の

最適化とともに、サイドウォール部分の縦バネ剛性も最適化した新開発*4 の 18 インチタイヤを採用す

ることで、路面からのさまざまな衝撃を柔軟に吸収。路面の継ぎ目を乗り越える際の衝撃や乗り越えた

後の振動も大幅に低減させることで、乗り心地の向上を実現。 

- フロント／リアドアのアウターパネルの板厚向上に加え、リアドアガラスの板厚をフロントドアと同じ 4 ㎜に

向上し、ドアシールの遮音性とルーフ部の吸音性をあわせて向上することで、より静かな室内空間を実現。

また、新開発のタイヤが路面からの振動を抑制することで、不快なロードノイズも低減しています。 

- フロントシート座面クッションには、ハイエンドモデル「CX-8」と同様に、振動軽減と減衰性に優れた高

減衰ウレタンを採用。座り心地と乗り心地を向上させました。 

 

2. エンジンの進化 

- お客さまにとっての価値を追求し、日常的に使用されるシーンにおいて、さらに高いレベルで「走る歓び」

と「優れた環境性能」を実現に注力。ガソリン・ディーゼルともに、ドライバーのアクセル操作に追従する

応答性と車速コントロール性を追求し、意のままの走りを進化。 

- 新開発クリーンディーゼルエンジン「SKYACTIV-D 1.8」について、実用燃費および環境性能を向上さ

せることを狙いとして、エンジン排気量をアップ（従来は 1.5L）。超高応答マルチホールピエゾインジェク

ターや可変ジオメトリー シングルターボチャージャーなどの採用と相まって、高回転域での高トルクを

達成し、力強く伸びやかな加速を実現。ドライバーの意のままの走りをさらに進化させています。 

- ガソリンエンジン「SKYACTIV-G 2.0」は、実用域での燃費性能のさらなる向上、より素早い応答性、排

出ガス中の有害物質低減を目指し、「CX-5」のガソリンエンジン車でも採用した、「エッジカットピストン」

や「低抵抗ピストン」、新ノズル付き拡散インジェクターなどの新技術を、「CX-3」ガソリンエンジン車でも

採用することで、全域にわたるトルクアップを実現し、実用燃費の向上に貢献します。日常生活のさま

ざまなシーンにおいてドライバーのイメージ通りの加速コントロールが可能となりました。  
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3. デザインの進化 

- “気品ある美しさと先鋭さ“をテーマに、「CX-3」の持つ精巧で上質な美しさと先鋭さに、さらに磨きをか

けました。 

- エクステリアは、ラジエーターグリルや LEDリアコンビネーションランプ、アルミホイールなどのデザイン

を磨き上げました。また、グロスブラックのフォグランプベゼルやピラーガーニッシュ、サイドガーニッシ

ュモールの採用により、車格感を一段と引き上げています。 

- インテリアは、デザイン性の高さだけでなく、「人間中心の開発」思想のもと、日常の使い勝手にもこだわ

りました。電動パーキングブレーキ（EPB）の採用によりセンターコンソールのレイアウトをゼロから見直

し、アームレストやフレキシブルな収納スペースとしてマルチボックスを設定。また、リアシートにもカッ

プホルダー付アームレストを装備するなど、機能性とデザイン性の両立を高次元で実現しました。 

- さらにインストルメントパネルやシート、ドアトリムの素材・カラーコーディネーションの見直しを行い、ク

ラスという概念にとらわれない落ち着きある室内空間を実現しました。 

 

4. 先進安全技術の進化 

- 昼夜を問わずドライバーの認知をサポートするという考え方のもとに、特に夜間における歩行者認識精

度が向上した「アドバンスト・スマート・シティ・ブレーキ・サポート（アドバンスト SCBS）*夜間歩行者検

知機能付」をマツダ車として初採用。マツダのハイエンドモデルと同等の先進安全技術を採用すること

により、夜間におけるドライバーの安全運転をサポートします。 

- 全車速追従機能付「マツダ・レーダー・クルーズ・コントロール（MRCC）」を新採用。作動下限速度を 0

㎞/hまで拡大することで、より安心して運転を楽しむことができます。 

- 「360°ビュー・モニター」を全車にメーカーオプションで設定。運転の苦手なお客さまでも安心して運転

できるようドライバーをサポートします。 

- 「自動防眩ルームミラー」を全車に標準装備。 

 

 

■特別仕様車「Exclusive Mods（エクスクルーシブモッズ）」の概要は以下のとおり 

上質かつ都会的に洗練された、「CX-3」の最上級モデルとして新たに設定。素材と配色に注力することによ

り、先鋭さとモダンさを表現しました。 

ベース車 

「20S L Package」「XD L Package」の SKYACTIV-DRIVE（6EC-AT）車 

特別装備 

- 専用インテリアコーディネーション（ディープレッドナッパレザーシート、インパネデコレーションパネル） 

- 18インチアルミホイール（高輝度ダーク塗装） 

- スーパーUVカットガラス＆IR カットガラス（フロントガラス・フロントドアガラス） 

ボディカラー 

チタニウムフラッシュマイカとエターナルブルーマイカを除く 6色をラインアップ 
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■メーカー希望小売価格（消費税込）は以下の通り           （※ 写真掲載モデル） 

機種 駆動 

エ
ン
ジ
ン 

変速機 
メーカー希望 
小売価格 
（消費税込） 

WLTCモード燃費（km/L）*8 

 

市街地 

モード 

(WLTC-L) 

郊外 

モード 

(WLTC-M) 

高速道路 

モード 

(WLTC-H) 

20S 
2WD 

S
K

Y
A

C
T

IV
-G

 2
.0

 

SKYACTIV-DRIVE (6EC-AT) 
2,127,600円 

16.0 12.6 16.7 18.0 

SKYACTIV-MT (6MT) 16.2 12.9 16.9 18.1 

4WD SKYACTIV-DRIVE (6EC-AT) 2,353,600円 15.2 11.9 15.9 17.2 

20S 

PROACTIVE 

2WD 
SKYACTIV-DRIVE (6EC-AT) 

2,332,800円 
16.0 12.6 16.7 18.0 

SKYACTIV-MT (6MT) 16.2 12.9 16.9 18.1 

4WD SKYACTIV-DRIVE (6EC-AT) 2,558,800円 15.2 11.9 15.9 17.2 

20S 

PROACTIVE 

S Package 

2WD 
SKYACTIV-DRIVE (6EC-AT) 

2,430,000円 
16.0 12.6 16.7 18.0 

SKYACTIV-MT (6MT) 16.2 12.9 16.9 18.1 

4WD SKYACTIV-DRIVE (6EC-AT) 2,656,000円 15.2 11.9 15.9 17.2 

20S 

L Package 

2WD 
SKYACTIV-DRIVE (6EC-AT) 

2,566,080円 
16.0 12.6 16.7 18.0 

SKYACTIV-MT (6MT) 16.2 12.9 16.9 18.1 

4WD SKYACTIV-DRIVE (6EC-AT) 2,792,080円 15.2 11.9 15.9 17.2 

20S 

Exclusive Mods 

2WD 
SKYACTIV-DRIVE (6EC-AT) 

2,598,480円 16.0 12.6 16.7 18.0 

4WD 2,824,480円 15.2 11.9 15.9 17.2 

XD 

2WD 

S
K

Y
A

C
T

IV
-D

 1
.8

 

SKYACTIV-DRIVE (6EC-AT) 
2,436,480円 

20.0 16.8 20.0 22.2 

SKYACTIV-MT (6MT) 23.2 21.3 23.5 24.4 

4WD 
SKYACTIV-DRIVE (6EC-AT) 

2,662,480円 
19.0 16.0 19.1 20.9 

SKYACTIV-MT (6MT) 21.2 19.7 21.6 22.0 

XD 

PROACTIVE 

2WD 
SKYACTIV-DRIVE (6EC-AT) 

2,630,880円 
20.0 16.8 20.0 22.2 

SKYACTIV-MT (6MT) 23.2 21.3 23.5 24.4 

4WD 
SKYACTIV-DRIVE (6EC-AT) 

2,856,880円 
19.0 16.0 19.1 20.9 

SKYACTIV-MT (6MT) 21.2 19.7 21.6 22.0 

XD 

PROACTIVE 

S Package 

2WD 
SKYACTIV-DRIVE (6EC-AT) 

2,728,080円 
20.0 16.8 20.0 22.2 

SKYACTIV-MT (6MT) 23.2 21.3 23.5 24.4 

4WD 
SKYACTIV-DRIVE (6EC-AT) 

2,954,080円 
19.0 16.0 19.1 20.9 

SKYACTIV-MT (6MT) 21.2 19.7 21.6 22.0 

XD 

L Package 

2WD 
SKYACTIV-DRIVE (6EC-AT) 

2,836,080円 
20.0 16.8 20.0 22.2 

SKYACTIV-MT (6MT) 23.2 21.3 23.5 24.4 

4WD 
SKYACTIV-DRIVE (6EC-AT) 

3,062,080円 
19.0 16.0 19.1 20.9 

SKYACTIV-MT (6MT) 21.2 19.7 21.6 22.0 

XD 

Exclusive Mods※ 

2WD 
SKYACTIV-DRIVE (6EC-AT) 

2,868,480円 20.0 16.8 20.0 22.2 

4WD 3,094,480円 19.0 16.0 19.1 20.9 

－上記価格には保険料、税金（消費税を除く）は含まれておりません。また購入時にリサイクル料金 11,120円が別途必要です。 

－特別塗装色「ソウルレッドクリスタルメタリック」を選択した場合は、64,800円高（消費税込）。 

－特別塗装色「マシーングレープレミアムメタリック」を選択した場合は、54,000円高（消費税込）。 

－特別塗装色「スノーフレイクホワイトパールマイカ」を選択した場合は、32,400円高（消費税込）。 

－上記WLTCモード燃費は「i-ELOOP」非装着車。「i-ELOOP」装着車についてはマツダオフィシャルサイトにてご確認下さい。 

以  上 
*1 特別仕様車「20S Exclusive Mods」「XD Exclusive Mods」は 7月 1日生産開始予定。 
*2 「SKYACTIV-VEHICLE ARCHITECTURE」とは、マツダの人間中心の設計思想をさらに突き詰め、タイヤ・サスペンション・
ボディ・シートの各機能をあらためて見つめ直し、クルマとして全体最適の視点で開発した次世代車両構造技術の総称。 

*3 フロントシートのみ採用。 
*4 「20S」「XD」にメーカーセットオプションで設定のある 16インチタイヤは前モデルと同様のタイヤを採用。 
*5 一定の作動条件のもと、0 ㎞/h から高速域まで追従走行可能。なお、全車速追従機能付は AT 車のみ。MT 車の「マツダ・レ
ーダー・クルーズ・コントロール（MRCC）」は約 30km/hから高速域までの追従に対応。 

*6 「20S」「XD」以外に標準装備。 
*7 全車にメーカーオプション設定。 
*8 WLTC モード燃費は国土交通省審査値で、燃料消費率は定められた試験条件での値。お客さまの使用状況（気象、渋滞等）
や運転方法（急発進、エアコン使用時等）に応じて燃料消費率は異なります。 

    WLTCモード：市街地、郊外、高速道路の各走行モードを平均的な使用時間配分で構成した国際的な走行モード。 
    市街地モード：信号や渋滞等の影響を受ける比較的低速な走行を想定。 
    郊外モード：信号や渋滞等の影響をあまり受けない走行を想定。 
    高速道路モード：高速道路等での走行を想定。 


